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松崎町長

齋藤文彦

烏帽子山と富士山

消防団長

山田 宗太郎

日
頃
、
町
議
会
の
活
動
に
対
し
て
格
別
な

る
ご
理
解
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年

月
に
開
催
さ
れ
た
「
し
ず

１２

お
か
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」
で
は
、
松

崎
町
は
町
の
部
で
７
位
と
、
あ
と
一
歩
の
と

こ
ろ
で
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
が
、
人
口
１
万

人
未
満
の
市
町
に
与
え
ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
こ
ぞ
と
い
う
時

の
確
か
な
絆
と
松
崎
町
の
底
力
を
他
市
町
へ

発
信
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

本
年
に
お
い
て
も
、
オ
ー
ル
松
崎
で
、
さ
ら

な
る
松
崎
町
の
飛
躍
を
期
待
す
る
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様

の
声
を
大
切
に
、
議
員
全
員
が
自
ら
の
役
割

を
再
認
識
し
、
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
新
し
い
年
が
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ

て
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

平
成

年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
お

２９

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
防
火
防
災
へ
の
深
い
ご

理
解
と
、
消
防
団
に
対
す
る
格
別
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
我
々
の
力
及
ば

ず
車
両
火
災
等
５
件
の
火
災
（
う
ち
消
防
団
出
動

２
件
）
が
町
内
で
発
生
し
ま
し
た
。
自
然
災
害
に

お
い
て
は
、
９
月
の
大
雨
に
よ
り
八
木
山
地
区
等

で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
幸
い
に
人
的

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
方
、
全
国
的
に
は
４
月
の
熊
本
地
震
に
お
い

て
多
大
な
被
害
が
出
る
等
、
改
め
て
自
然
の
恐
ろ

し
さ
を
感
じ
た
１
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
我
々
消
防
団
は
、
消
防
使
命
の
遂
行

の
た
め
、
消
防
防
災
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
知
識
・
技
術
の
向
上
に
一
層
の
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
自
主
防
災

組
織
を
中
心
と
し
た
防
火
防
災
対
策
に
努
め
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

皆
様
方
の
ご
多
幸
と
無
災
害
を
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
町
政
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
日
本
各
地
で
地
震
や
風
水
害
等
の
大
規

模
災
害
が
多
発
し
、
多
く
の
方
が
犠
牲
と
な
ら
れ

ま
し
た
。

私
は
、二
期
目
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、「
平

成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
基
本

理
念
と
し
、
総
合
計
画
に
あ
る
「
一
人
ひ
と
り
が

主
役
と
な
り
、
活
力
と
安
ら
ぎ
と
感
動
の
あ
る

町
」
を
目
指
す
こ
と
を
掲
げ
、
多
く
の
施
策
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
は
人
口
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
８
９
６
の
自
治
体
の
消

滅
が
危
惧
さ
れ
る
よ
う
な
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

本
年
は
私
の
二
期
目
の
任
期
の
最
終
年
で
あ
る

こ
と
か
ら
、そ
の
集
大
成
の
一
年
と
な
る
よ
う
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、
こ
れ
か
ら

も
松
崎
町
が
存
続
し
続
け
る
自
治
体
と
な
る
よ
う

未
来
を
見
据
え
た
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

町議会議長

稲葉昭宏

新
年

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

新
年

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すす
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平成２９年の干支は酉（とり）。

町内の年男さん・年女さんに今年の抱負を伺いました。

ととととととととととととととととととととととととととととととととととりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりとり年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 ののののののののののののののののののののののののののののののののののの 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男年男 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女年女

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年ののののののののののののののののののののののののののののののののの抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱抱今年の抱負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負

学校ではバレー部に入る

予定です。部活とか大変

だと思うけど、一生懸命頑張り

たいです。

松本茉也さん

まつ もと ま や

平成１７年生まれ

（石部）

中
防署の勤務にて救急隊員

としての知識を深め、さ

まざまな現場で患者を救えるよ

うに自分自身をスキルアップさ

せたいと思います。

舩津 弘貴さん

ふな つ ひろ き

平成５年生まれ

（船田）

消
顔を絶やさず、仕事も私

生活も楽しく過ごしたい

と思います。野球をやっている

子どもたちと一緒に過ごす時間

を増やしたいです。

鈴木 幸 さん

すず き みゆき

昭和５６年生まれ

（南区）

笑

回目の年男を迎えました

が、若々しいハートのま

まで毎日を明るく過ごすことが

抱負です。また、町の行事に積

極的に参加し笑顔の輪を広げて、

地元と松崎を元気にしたいと思

います。

暦を迎えます。初心に返

り、店を始めたときの気

持ちを忘れずに過ごしていきた

いです。また、“横”の関係を

大切にした付き合いや生き方を

心がけたいと思います。

族が皆、健康第一で過ご

せる１年にしたいです。

また、下の子どもも中学生にな

るので、自分の趣味の時間を増

やし、大事にしていきたいで

す。

家 還 ６

金子裕香さん

かね こ ゆ か

昭和４４年生まれ

（大沢）

大和 誠 さん

やま と まこと

昭和２０年生まれ

（金沢）

駒井將晴さん

こま い まさ はる

昭和３２年生まれ

（東区）
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県
内

市
町
、

チ
ー
ム
が
参

３５

３９

加
し
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
、
第

回
１７

静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

が
、

月
３
日
、
静
岡
市
を
舞
台

１２

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

松
崎
町
チ
ー
ム
は
、
６
月

日
２０

に
決
起
大
会
を
開
催
し
て
以
降
、

約
半
年
間
に
わ
た
り
チ
ー
ム
練
習

を
続
け
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

人
の
代
表
選
手
全
員
が
、
チ
ー

１１ム
の
た
め
に
自
分
の
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
、
町
の
部
第
７
位
で
の
ゴ
ー

ル
と
な
り
ま
し
た
。
惜
し
く
も
町

の
部
入
賞
は
逃
し
た
も
の
の
、
人

口
１
万
人
以
下
の
市
町
の
中
で
最

も
成
績
の
良
か
っ
た
チ
ー
ム
に
贈

ら
れ
る
「
ふ
る
さ
と
賞
」
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
駅
伝
大
会
終
了
後
に
行

わ
れ
た
小
学
生
の
１
５
０
０
ｍ
走

で
も
、
男
女
各
１
人
の
選
手
が
駅

伝
選
手
に
引
け
を
と
ら
な
い
見
事

な
走
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
練
習
か
ら

大
会
当
日
ま
で
、
あ
た
た
か
い
ご

声
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

チーム順位
（町の部）

区間順位
（町の部）

記 録距 離氏 名区 間

５位５位１２分５２秒３．６７３㎞関 愛珠果中学生・高校生（女子）第１区

４位８位６分２９秒１．９０３㎞奥 村 海 大小学生男子第２区

４位５位６分２３秒１．７１５㎞矢 野 優 歌小学生女子第３区

８位１０位１４分０２秒３．５４９㎞関 まどか一般女子第４区

１０位１２位２３分１３秒６．４７８㎞船 津 慧 悟高校生男子第５区

１０位９位１６分０８秒４．２８８㎞三枝まこと４０歳以上第６区

１０位９位１２分１７秒３．５６４㎞深 澤 颯中学生男子第７区

８位３位１１分２２秒３．０２０㎞山 田 采 礼中学生女子第８区

７位３位１６分４７秒４．６７０㎞高 見 育 美中学生・高校生（女子）第９区

７位９位１４分４１秒４．３１０㎞山 本 崚 矢中学生・高校生（男子）第１０区

７位９位１６分００秒５．０２５㎞石 田 達 也一般男子第１１区

７位２時間３０分１４秒４２．１９５㎞総 合 記 録

大会当日、小学生を対象に草

薙総合運動場陸上競技場で

行われた１５００ｍ走です。

順位（町の部）記 録氏 名区分種 目

１２位５分０３秒２３山 田 吏 希男子小学生
１５００ｍ １８位５分５９秒４４佐 藤 彩 音女子

松崎町チーム 大会記録

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

表彰式でトロフィーを受け取る
佐野春奈さん

第２第２区区
小学生男小学生男子子

奥村海奥村海大大 くくんん

第１第１区区
中高生女中高生女子子

関 愛珠関 愛珠果果 ささんん

第３第３区区
小学生女小学生女子子

矢野優矢野優歌歌 ささんん

第４第４区区
一般（女子一般（女子））

関 まど関 まどかか ささんん

第５第５区区
高校生男高校生 男子子

船津慧船津慧悟悟 ささんん

第７第７区区
中学生 男中学生 男子子

深澤深澤 颯颯 ささんん

第８第８区区
中学生女中学生女子子

山田采山田采礼礼 ささんん

第９第９区区
中高生女中高生女子子

高見育高見育美美 ささんん

第第１１００区区
中高生男中高生男子子

山本崚山本崚矢矢 ささんん

第第１１１１区区
一般（男子一般（男子））

石田達石田達也也 ささんん

小学小学生生
１５００１５００ｍｍ

山田吏山田吏希希 くくんん

小学小学生生
１５００１５００ｍｍ

佐藤彩佐藤彩音音 ささんん

第６第６区区
４４００歳以歳以上上（男（男女不問女不問））

三枝ま三枝まここととささんん

第第1７回しずおか市町対抗駅伝競走大第1７回しずおか市町対抗駅伝競走大会会

松松松松松松松松松松松松松松松松崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎町町町町町町町町町町町町町町町町チチチチチチチチチチチチチチチチーーーーーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムムムムム 「「「「「「「「「「「「「「「「ふふふふふふふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるるるるるるるささささささささささささささささとととととととととととととととと賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞」」」」」」」」」」」」」」」」をををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞 !!!!!!!!!!!!!!!!松崎町チーム 「ふるさと賞」を受賞 !!!!!!!!!!!!!!!!!!

写真協力：川根本町、吉田町、

藤枝市、御前崎市、富士宮市、

菊川市、下田市、牧之原市

（順不同）
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松
崎
町
観
光
大
使

白
石
康
次
郎
氏

無
念
の
リ
タ
イ
ア

月

日
、
開
会
式
・
前
夜
祭
・
選
手

１２

１０

受
付
が
環
境
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
多
く

の
参
加
者
で
町
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
松
崎
町
・
西
伊
豆
町
の
宿
泊
施

設
に
は
、
約
１
２
０
０
人
も
の
選
手
、
そ

の
同
伴
者
が
宿
泊
し
、
翌
日
の
大
会
を
迎

え
ま
し
た
。

月

日
午
前
６
時
、
松
崎
新
港
を
１

１２

１１

５
４
８
人
の
選
手
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ゴ
ー

ル
の
修
善
寺
総
合
会
館
を
目
指
し
ま
し
た
。

制
限
時
間
内
完
走
者
は
、
１
２
８
２
人
（
完

走
率

・
８
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。

８２
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
大
き

な
事
故
も
な
く
無
事
に
大
会
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
関
係
者
一
同
、
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

伊
豆
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス

実
行
委
員
会

０
５
５
８
（
９
９
）
９
１
１
８

松
崎
町
観
光
大
使
を
務
め
る
白

石
康
次
郎
氏
は
、
単
独
世
界
一
周

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
「
ヴ
ァ
ン
デ
・
グ

ロ
ー
ヴ
」
に
ア
ジ
ア
人
と
し
て
初

め
て
出
場
し
て
い
ま
し
た
が
、
１２

月
４
日
、
原
因
不
明
で
マ
ス
ト
が

折
れ
る
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞

わ
れ
、
無
念
の
リ
タ
イ
ア
を
表
明

し
ま
し
た
。

白
石
氏
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
と
、
本
人
の
コ
メ
ン
ト
と

し
て
、「
日
本
人
初
出
場
が
叶
っ

た
の
で
、
次
は
、
初
完
走
を
目
指

し
て
、
４
年
間
し
っ
か
り
準
備
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
引
き
続
き
応
援
を
し
て

頂
け
れ
ば
嬉
し
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
後
も
白
石
氏
と
と
も
に
、
町

を
活
性
化
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

▲コースの状況を確認する選手

▲男子総合優勝牛田さん（右）とコースプロ

デューサーの鏑木さん（左）（ゴール後）

▲伊豆の味おもてなしコーナー

▲門野の男坂を登る選手

大
会
結
果
（

・
７
㌔
）

７１

○
男
子
総
合

１
位

牛
田

美
樹
（
群
馬
県
）

６
時
間

分

秒

５４

３３

２
位

三
浦

裕
一
（
神
奈
川
県
）

６
時
間

分

秒

５７

３４

３
位

奥
山

聡
（
宮
城
県
）

７
時
間

分

秒

００

４９

○
女
子
総
合

１
位

大
石

由
美
子
（
静
岡
県
）

８
時
間

分

秒

４２

４４

２
位

浅
原

か
お
り
（
静
岡
県
）

８
時
間

分

秒

５２

４９

３
位

星
野

緑
（
群
馬
県
）

９
時
間

分

秒

０１

４６（
敬
称
略
）

○
出
走
者

男
性
１
３
１
４
人
、
女
性
２
３
４
人

合
計

１
５
４
８
人

○
制
限
時
間
内
完
走
者

男
性
１
１
１
０
人
、
女
性
１
７
２
人

合
計

１
２
８
２
人

○
完
走
率

・
８
㌫

８２

伊豆トレイルジャーニー伊豆トレイルジャーニー２０１６２０１６開催開催
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住
宅
や
倉
庫
等
の
家
屋
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
と
き

は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
状
況
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た

翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。

登
記
し
て
あ
る
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
、
法
務
局
で
家
屋
の
滅

失
登
記
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
滅
失
登
記
が
完
了
す
る
と
法

務
局
か
ら
役
場
に
通
知
さ
れ
ま
す

の
で
、
役
場
で
の
届
け
出
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
滅
失
登
記

の
届
け
出
が

月
末
日
ま
で
に
間

１２

に
合
わ
な
か
っ
た
場
合
、
ま
た
は

登
記
し
て
い
な
い
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
、
窓
口
税
務
課
に
て

滅
失
の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

人
が
居
住
し
て
い
る
家
屋
が
建
っ

て
い
る
土
地
（
住
宅
用
地
）
は
、

「
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準

の
特
例
」
が
適
用
さ
れ
、
固
定
資

産
税
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
住
宅
を
取
り
壊
す
と
、

そ
の
特
例
の
適
用
か
ら
外
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

個
人
や
法
人
で
事
業
を
行
っ
て

い
る
方
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に

用
い
て
い
る
構
築
物
、
機
械
お
よ

び
装
置
、
船
舶
、
工
具
・
器
具
お

よ
び
備
品
等
の
有
形
固
定
資
産
を

「
償
却
資
産
」
と
い
い
、
土
地
や

家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
事
業

用
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、
資
産

の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
償
却

資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
長
に
申

告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

対
象
の
方
に
つ
い
て
は

月
中

１２

旬
に
申
告
書
を
送
付
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
く
事
業
を
開
始
し
た
場
合

等
、
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い

な
い
事
業
主
の
方
は
、
窓
口
税

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
申
告
期
限
】
平
成

年
１
月

日

２９

３１

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
等
に
よ
っ

て
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
十
分

で
は
な
い
本
人
に
つ
い
て
、
そ
の

権
利
を
守
る
援
助
者
（
成
年
後
見

人
等
）
を
選
び
、
本
人
を
法
律
的

に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
者
数
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

市
民
後
見
人
は
、
市
区
町
村
等

が
実
施
す
る
養
成
研
修
を
受
講
す

る
な
ど
し
て
成
年
後
見
人
等
と
し

て
必
要
な
知
識
を
得
た
一
般
住
民

の
中
か
ら
、
家
庭
裁
判
所
が
成
年

後
見
人
等
と
し
て
選
任
し
た
方
で
す
。

市
民
後
見
人
に
は
、
例
え
ば
、

後
見
人
と
な
る
親
族
が
い
な
い
よ

う
な
場
合
で
も
、
身
近
な
存
在
と

し
て
、
本
人
の
意
思
を
よ
り
丁
寧

に
把
握
し
な
が
ら
後
見
等
事
務
を

進
め
ら
れ
る
強
み
が
あ
り
ま
す
。

〈
市
民
後
見
人
の
選
任
状
況
〉

家
庭
裁
判
所
が
市
民
後
見
人
を

選
任
し
た
件
数
は
、
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
者
数
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
市
民
後
見
人

に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
る
と
い
え
ま
す
。

〈
家
庭
裁
判
所
の
取
組
〉

家
庭
裁
判
所
は
、
研
修
会
へ
講

師
を
派
遣
し
た
り
意
見
交
換
会
を

実
施
す
る
な
ど
し
て
、
司
法
機
関

と
し
て
の
中
立
公
平
性
に
配
慮
し

つ
つ
、
地
方
自
治
体
等
と
の
連
携

に
努
め
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

静
岡
家
庭
裁
判
所
事
務
局

０
５
４
（
９
０
３
）
８
２
３
５

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て
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窓
口
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

窓
口
税
務
課
で
は
、
町
内
の
各

地
区
に
お
い
て
、
土
地
の
地
目
の

現
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
課
税
上
の
土
地

の
地
目
と
実
際
の
地
目
の
状
況
を

比
較
し
、
適
切
な
課
税
地
目
へ
と

見
直
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
所
有
し
て
い
る
土

地
が
畑
と
し
て
課
税
さ
れ
て
い
る

場
合
で
も
、
実
際
に
は
耕
作
を
し

て
お
ら
ず
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
た

り
、
住
宅
敷
地
の
一
部
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
調
査
に
よ
っ
て
確
認

で
き
た
場
合
は
、
雑
種
地
や
宅
地

等
の
地
目
に
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

（
地
目
の
見
直
し
は
課
税
上
の
も

の
で
す
の
で
、
登
記
の
地
目
を
見

直
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

現
地
調
査
で
は
、
町
の
調
査
員

が
対
象
と
な
る
土
地
の
状
況
を
実

際
に
見
て
記
録
を
と
り
ま
す
。
場

所
に
よ
っ
て
は
個
人
の
敷
地
の
中

に
入
っ
て
調
査
を
行
い
、
写
真
等

の
記
録
を
と
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

土
地
地
目
現
況
調
査
に
つ
い
て

地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域
でででででででででで
支支支支支支支支支支
ええええええええええ
るるるるるるるるるる
成成成成成成成成成成
年年年年年年年年年年
後後後後後後後後後後
見見見見見見見見見見
制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度

地
域
で
支
え
る
成
年
後
見
制
度

～～～～～～～～～～
市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民
後後後後後後後後後後
見見見見見見見見見見
をををををををををを
中中中中中中中中中中
心心心心心心心心心心
にににににににににに

～
市
民
後
見
を
中
心
に
～～～～～～～～～～～

①

成
年
後
見
制
度
の
利
用
状
況

②

市
民
後
見
人
と
は
？

平成２３年 平成２７年平成２４年 平成２５年 平成２６年

※各年の１２月末日時点の利用者数

153,314

166,289
176,564

184,670
191,335

（人）

後見

保佐

補助

任意後見

成年後見制度の利用者数
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【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

菊
地
は
ん
さ
ん
（
江
奈
1
）

（
大
正
５
年

月
６
日
生
）

１２

月
５
日
、
齋
藤
町
長
は
菊
地

１２
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
、
１
０
０

歳
の
誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

長
生
き
の
秘
訣
は
、
好
き
嫌
い

な
く
何
で
も
食
べ
、
畑
仕
事
等
で

体
を
よ
く
動
か
す
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。家族とともにお祝いを受け取る菊地さん

町
議
会

月
定
例
会
で
、
佐
藤

１２

勝
銅
氏
（
指
川
）
を
教
育
長
に
任

命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
い

た
だ
き
、

月

日
よ
り
新
教
育

１２

１８

長
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。
任
期

は
平
成

年

月

日
ま
で
の
３

３１

１２

１７

年
間
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
教
育
委
員
の
互
選

に
よ
り
教
育
長
が
選
任
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
法
律
の
改
正
に
よ
り

平
成

年
４
月
以
降
、
新
た
に
教

２７

育
長
を
任
命
す
る
に
は
議
会
の
同

意
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

歳
に
な
る
方
に
は
、
誕
生
月

２０
の
前
月
ま
た
は
当
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
加
入
手
続
き
に
関

す
る
通
知
が
届
き
ま
す
。
厚
生
年

金
、
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
方
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
の

取
得
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
同
封
さ
れ
て
い
る
資
格

取
得
届
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加
入

さ
れ
る
と
、
基
礎
年
金
番
号
が
記

載
さ
れ
た
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
、

そ
の
番
号
で
加
入
記
録
や
納
付
状

況
が
管
理
さ
れ
ま
す
。
年
金
手
帳

は
、
年
金
に
関
す
る
手
続
き
の
際

に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少

な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、
保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
ま

た
は
、
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
４
４
４

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

衛

疫

鋭

益

詠詠詠

詠詠詠

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

町

の

人

事

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅

苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

１
０
０
歳
の
お
祝
い

皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿
皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿

歳
か
ら
は
国
民
年
金

２０

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
区

域
指
定
の
お
知
ら
せ
と
、
同
法
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
土
砂
災
害
の

発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
箇
所
を

「
土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
」

に
指
定
し
て
、
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
や
無
秩
序
な
宅
地
開
発
の
制

限
等
を
行
い
、
住
民
の
安
全
を
守

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

下
田
土
木
事
務
所
企
画
検
査
課

（
２
４
）
２
１
１
３

「
土
砂
災
害
防
止
法
説
明

会
の
開
催
」
に
つ
い
て

【
日
時
】

平
成

年
１
月

日
（
土
）

２９

１４

午
前
の
部

時
～

１０

午
後
の
部

時

分
～

１３

３０

※
今
年
は
地
区
別
に
開
催
し

ま
せ
ん
の
で
、
説
明
会
は

今
回
の
み
と
な
り
ま
す
。

ご
都
合
の
良
い
時
間
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

〇
新
教
育
長
に
佐
藤
勝
銅銅
氏

１
月

日
は
「
１
１
０
番
の
日
」
で
す

１０

１
１
０
番
は
、
事
件
、
事
故
等
の
緊
急
時
の
た

め
の
も
の
で
す
。
迷
わ
ず
「
１
分
１
秒
で
も
早
い

通
報
」
を
お
願
い
し
ま
す
。
緊
急
性
の
な
い
相
談

や
照
会
等
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
等
に
お
問
合
せ

を
す
る
か
、
警
察
相
談
専
用
電
話
「
＃
９
１
１
０
」

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
下
田
警
察
署
（
２
７
）
０
１
１
０

〇
教
育
委
員
に
齋
藤
紀
子
氏

同
じ
く

月
定
例
会
で
は
、
梅

１２

木
左
緒
里
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
新
た
な
教
育
委
員
に
齋
藤
紀
子

氏
（
伏
倉
）
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
任
期

は
平
成

年
１
月
１
日
か
ら
４
年

２９

間
で
す
。

〇
山
本
教
育
長
が
退
任

山
本
正
子
教
育
長
が
教
育
委
員

と
し
て
の
任
期
満
了
に
よ
り

月
１２

日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

１７
平
成

年

月

日
に
教
育
委

２４

１２

１８

員
に
任
命
さ
れ
、
平
成

年

月

２６

１０

１
日
か
ら
教
育
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３



今
年
の
抱
負

町
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新

春
を
迎
え
、
私
の
町
政
運
営
二

期
目
最
後
の
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
私
は
町
長
就
任
時
か
ら

「
平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と

し
て
、
松
崎
町
に
住
ま
う
町
民

の
皆
様
が
こ
の
ま
ち
に
住
む
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
、
そ
の
喜
び

が
他
の
地
域
で
暮
ら
す
人
々

の
憧
れ
と
な
り
、
訪
問
者
が

増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
賑
い

を
取
り
戻
す
〝
近
き
者
説

（
よ
ろ
こ
）び
、遠
き
者
来（
き

た
）
る
〟
こ
と
を
目
標
と
し

て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
へ

の
加
盟
を
は
じ
め
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
施
策
の

展
開
に
は
行
政
だ
け
で
は
限
界

が
あ
る
た
め
、
町
民
の
皆
様
の

積
極
的
な
参
画
を
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
施
策
の

成
果
は
す
ぐ
に
反
映
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
木
の
年
輪
の
よ

う
に
見
た
目
に
は
変
化
が
感
じ

ら
れ
な
く
と
も
着
実
に
太
く
大

き
く
な
っ
て
く
れ
て
い
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

今
年
も
こ
れ
ま
で
の
施
策

を
さ
ら
に
推
進
し
、
先
人
か

ら
受
け
継
い
だ
自
然
や
文
化

等
の
世
襲
財
産
を
後
世
へ
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、
全
力

で
挑
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
住
民
の
皆

様
と
行
政
が
協
力
し
取
り
組

む
体
制
が
不
可
欠
と
な
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯８5

１２月４日、地域防災訓練の活動の一環として、
消防団は「資機材取扱講習」を行いました。

団員は、昨年度、各小隊に配備されたチェー
ンソーの取り扱いについて説明を受けました。

１１月２７日、第５回富士山ビューウォーキング
が開催され、幼稚園生から大人まで約５０人が１５km
の道のりを歩きました。ゴールの雲見海岸では、
おもてなしが用意されました。

１２月９日、松崎中学校生徒会が中心となって
毎年製作している「夢ロマンカレンダー」が完
成し、生徒たちはグループに分かれて、高齢者
世帯や事業所を訪ね、カレンダーを配りました。

１１月３０日、自然薯の栽培技術や品質の向上等
を目的に、第６回自然薯品評会が開催されまし
た。出品された３２点を審査し、金賞には山本茂
樹さん（雲見）が選ばれました。

8

消防団「資機材取扱講習」 松崎中学校「夢ロマンカレンダー」を配布

MyTownTopics～まちのできごと～

第５回富士山ビューウォーキング 第６回自然薯品評会



9

芋

咽

允

員
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印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
北
海
道
の
十
勝
・

帯
広
で
は
辺
り
一
面
が
銀
世
界
と

な
り
、
冬
な
ら
で
は
の
す
て
き
な

景
色
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
十
勝
・
帯
広
の
冬
の
魅

力
を
発
信
す
る
映
画
「
マ
イ
・
リ

ト
ル
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
‐
ｉ
ｃ
ｅ

‐
」
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
共

有
サ
ー
ビ
ス「
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」

で
無
料
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
イ
・
リ
ト
ル
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
は
、
映
像
の
力
で
「
十
勝
に
し

か
な
い
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
た

い
」
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
、
首

都
圏
在
住
の
十
勝
出
身
者
で
つ
く

る
「
ワ
イ
ガ
ヤ
十
勝
」（
柏
尾
哲

哉
代
表
）
が
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
資
金
を
集
め
て
制
作

し
た
も
の
で
す
。
平
成

年
４
月

２７

に
第
１
作
と
な
る
夏
編
を
制
作
し
、

今
回
は
そ
の
第
２
作
と
し
て
冬
編

が
完
成
し
ま
し
た
。

主
演
は
前
作
に
引
き
続
き
、
台

湾
の
女
優
で
と
か
ち
観
光
大
使
の

ウ
ー
・
シ
ン
テ
ィ
さ
ん
で
、
旅
行

家
の
主
人
公
が
冬
の
十
勝
を
訪
れ
、

十
勝
の
冬
の
美
し
い
場
所
を
取
材

す
る
中
で
、
そ
こ
で
働
く
人
々
と

の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
十
勝
の
魅

力
を
発
見
し
て
い
く
物
語
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ロ
ケ
地
は
、新
得
町
、

上
士
幌
町
、
鹿
追
町
と
十
勝
北
部

が
中
心
で
す
が
、帯
広
市
か
ら
は
、

数
十
件
の
屋
台
が
連
な
る
「
北
の

屋
台
」
や
冬
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
お

び
ひ
ろ
氷
ま
つ
り
」
等
が
登
場
し

ま
す
。

冬
の
美
し
い
十
勝
の
魅
力
が
凝

縮
さ
れ
た
映
画
で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

姉

妹

都

市

通

信

成
果
が
出
て
き
て
、
入
賞
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近

年
は
選
手
が
自
信
を
持
っ
て
レ
ー

ス
に
臨
め
る
よ
う
に
な
り
、
女

性
選
手
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

今
回
、選
手
た
ち
の
総
合
力
が『
ふ

る
さ
と
賞
』
に
つ
な
が
っ
て
嬉

し
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
松
崎
町
チ
ー
ム

の
特
徴
と
し
て
は
、「
選
手
が
決

ま
っ
て
か
ら
も
、
選
手
以
外
の

人
が
最
後
ま
で
練
習
に
参
加
し

て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
良
い
伝

統
で
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
も

長
年
関
わ
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー

が
多
く
、
過
去
の
経
験
を
共
有

し
て
い
る
こ
と
が
強
み
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、「
子
ど

も
の
数
が
減
っ
て
い
る
な
か
、小

学
生
か
ら
い
か
に
選
手
を
育
て

て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
以
前

よ
り
〝
走
る
人
″
は
増
え
て
い

ま
す
が
、道
や
外
灯
の
整
備
等
、

走
る
環
境
が
良
く
な
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
頃

か
ら
朝
晩
走
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
を
見
か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
声

を
か
け
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い

で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
た
く
さ
ん
の
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲大会前日、草薙総合運動場での練習

Profile

しずおかしちょうたいこうえきでん
まつざきちょうちーむ

松崎町チームは、６月の決起集会後、

練習参加者４７人、スタッフ１３人の合計

６０人で毎週練習を重ね、その中から登

録選手２０人を選考し、本番に挑みまし

た。

し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝

松
崎
町
チ
ー
ム

襷
と
と
も
に
感
動
を
つ
な
ぐ検

検
検
検

帯
広
市
か
ら

十
勝
の
冬
の
魅
力
発
信
！

映
画
「
マ
イ
・
リ
ト
ル
・
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
儿
ｉ
ｃ
ｅ
儿
」

松
崎
町
で
は
人
口
が
少
な

い
な
か
、毎
年
た
く
さ
ん
の
選

手
や
コ
ー
チ
陣
の
協
力
を
得
て

こ
の
大
会
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

大
会
当
初
か
ら
コ
ー
チ
や
監

督
と
し
て
チ
ー
ム
に
関
わ
る
土

屋
武
彦
監
督
に
、
こ
れ
ま
で

や
今
年
の
大
会
の
様
子
等
に

つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
最
初
は
、
長
距
離
選
手

が
少
な
か
っ
た
た
め
、
選
手
集

め
が
大
変
で
し
た
。
最
下
位
に

な
ら
な
い
こ
と
を
目
標
に
出
場

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
長

い
ス
パ
ン
で
選
手
を
育
て
る
た

め
に
、
元
東
洋
大
学
駅
伝
部
監

督
の
川
嶋
伸
次
氏
を
招
い
て
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
個

人
練
習
を
す
る
人
も
増
え
る
等
、

NNo.2No.2５５

マ
イ
・
リ
ト
ル
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

倆
i
c
e
倆
よ
り

ア

イ

ス

ユ

ー

チ

ュ

ー

ブ
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，０２１人（－６人）

男 ３，３２５人（－６人）

女 ３，６９６人（±０人）

世帯数 ３，０１２戸（－７戸）

転 入 ５人 転 出 ５人

出 生 ７人 死 亡 １３人

（平成２８年１１月３０日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
七
年
一
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

三

二

号

「

高
齢
者
を
ね
ら
う
定
期
購
入
契
約
に
ご
注
意
を

」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（１１１１月届出分月届出分））

人身事故 ３件 （＋２）

物損事故 １２件 （＋２）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ３人 （＋２）

平成２８年１１月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯５５５９９

松松松

崎崎

文文

芸芸

今
か
ら

年
ほ
ど
前
に
は
、
高
齢
者

１０

に
対
し
次
々
に
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
契
約

や
寝
具
、
宝
飾
品
等
を
売
り
つ
け
る

「
次
々
販
売
」
が
社
会
問
題
と
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
は
そ
の
後

の
法
改
正
等
も
あ
っ
て
減
少
傾
向
に
は

あ
り
ま
す
が
、最
近
で
も
高
齢
者
を
狙
っ

て
複
数
回
に
わ
た
っ
て
商
品
を
購
入
さ

せ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
み
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
自
宅
に
「
体
に
良
い
健
康

食
品
を
販
売
し
て
い
る
。
ま
ず
は
試
し

て
ほ
し
い
」
と
販
売
業
者
か
ら
電
話
が

あ
り
、「
お
試
し
で
あ
る
な
ら
」
と
こ

れ
に
応
じ
た
と
こ
ろ
、
翌
月
か
ら
毎

月
、
そ
の
販
売
業
者
か
ら
商
品
が
代
引

き
で
届
く
た
め
、
不
審
に
思
っ
て
事
業

者
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
あ
な

た
は
１
年
間
の
定
期
購
入
契
約
の
申
込

を
し
て
い
る
」
等
と
告
げ
ら
れ
る
よ
う

な
ケ
ー
ス
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

ケ
ー
ス
は
、
も
ち
ろ
ん
法
的
に
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
点
が
あ
り
ま
す
し
、
特
定
商

取
引
法
の
「
電
話
勧
誘
販
売
」
に
該
当

し
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
等
に
よ
っ
て

契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
、

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
い
る
の

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

保護者性別名 前地 区

藤 井 貴 啓男潮
うしお

西 区

堤 正 憲女愛
あい

江奈１

関 大 輔女菜々咲
な な せ

南 郷

柴 崎 徹女凜 子
りん こ

東 区

齋 藤 誠女陽菜花
ひ な か

江奈２

池 直 哉男優 翔
ゆう と

金 沢

斎 藤 匡 紀女心 陽
み お

岩 地

おめでとうございます（出生）

届出人年齢氏 名地 区

唯 唯 子８５美 柳 丈江奈２

勇８５池 野 耕 文江奈２

せ つ９１山 本 清道 部

す み 子７５石 田 衛江奈３

山本ゆり子８３稲葉照一郎山 口

和 惠 子８４齋 藤 幸 雄岩 地

忠 一８８美 橋 ひ ろ石 部

巳 三 男８２佐 藤 汪 子野 田

あ さ 江８３鈴 木 男江奈２

淳 子７０美 遡 秀 雄雲 見

おくやみ申し上げます（死亡）

依
田
ふ
じ
枝

松
田
美
智
子

高

橋

信

夫

斉
藤
み
つ
子

山

本

一

詞

岡
う
た
子

細

矢

金

治

清

水

高

子

石

田

宏

夏

目

和

子

鈴

木

基

土
屋
規
矩
子

小

林

一

男

稲

葉

菊

恵

佐

藤

享

冬
の
日
の
郵
便
受
に
音
一
つ

冬
の
日
や
海
に
背
を
向
け
眠
る
猫

何
事
も
な
か
っ
た
や
う
に
冬
日
か
な

冬
の
日
の
暮
る
る
速
さ
よ
か
じ
か
の
湯

Ｌ
Ｅ
Ｄ
路
に
枯
葉
の
照
射
か
な

仏
間
ま
で
午
後
の
三
時
の
冬
日
か
な

公
孫
樹
千
年
幣
掛
く
る
冬
構
え

ぐ
ん
ぐ
ん
と
海
へ
と
落
ち
る
冬
日
か
な

今
日
と
言
ふ
日
を
大
切
に
冬
の
句
座

障
子
穴
つ
き
抜
け
と
ど
く
冬
日
か
な

年
の
果
て
べ
ー
ト
ゥ
ベ
ン
の
十
二
月

元
気
づ
く
市
町
駅
伝
十
二
月

桐
の
葉
の
落
ち
重
り
て
冬
日
か
な

冬
の
日
や
コ
ト

く
煮
込
む
お
で
ん
鍋な

べ

孫
と
語
る
人
生
観
や
秋
探
し

－

俳

句－

司
法
書
士

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

で
あ
れ
ば
、

速
や
か
に
役

場
等
に
相
談

す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ

い
。

（
文
と
絵
）

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印

下
田
警
察
署
管
内
で
、
昨
年
１１

月
末
ま
で
に
発
生
し
た
万
引
き
は
、

前
年
に
比
べ

件
多
い

件
で
し

１０

２３

た
。（
速
報
値
）

お
金
を
持
っ
て
い
て
も
使
い
た
く

な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
軽
い
気

持
ち
で
万
引
き
を
し
て
し
ま
う
人

が
多
い
で
す
が
、
万
引
き
は
犯
罪

で
す
。

お
店
側
も
店
内
の
死
角
に
は
特

に
注
意
し
、防
犯
カ
メ
ラ
や
ミ
ラ
ー

を
付
け
る
等
の
防
犯
対
策
を
心
が

け
、
お
客
様
に
は
積
極
的
に
声
か

け
を
す
る
等
、
万
引
き
を
さ
せ
な

い
店
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

下
田
警
察
署
管
内
防
犯
協
会

（
２
７
）
２
７
６
６

万
引
き
は
犯
罪
で
す
!!

、




